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自然環境との調和

自然に恵まれた信州諏訪地方に
1942年創業

「地域との共生」を礎に、
常に環境との調和を図ることが社風として定着

“絶対に諏訪湖を汚してはいけない”                
“周辺の人に迷惑をかけず、地域に受け入れられる

工場でなければいけない”
創業者 山崎久夫の思い
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「理念」から生まれた成果

フロン全廃への取り組み

• 1988年 世界に先駆けて「フロンレス」宣言

• 1992年 フロンレス技術を確立し、国内で全廃達成。翌年全世界達成

フロン全廃へ向けた
社内活動啓発ポスター

EPA：米国環境保護庁から
「成層圏オゾン層保護賞」を受賞
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始まりは

“時計”

の製造から
自動化の加速に貢献する

スカラロボット

創業以来、独自の「省・小・精」の技術により新たな価値を創り、人々の生活を変えてきました。

家庭でも気軽に
写真印刷を

インクジェットプリンター

当時

写真印刷は

写真店で

プレゼンテーション
の方法を革新

液晶データプロジェクター

当時

紙またはOHP*

を使って説明

1942年 1969年

正確な時間を
人々の日常に

当時

機械式腕時計は

一日に何秒もずれるのが

当たり前

世界初のクオーツウオッチ

1994年

お客様の期待を超える
新たな価値創出へ

2010年～現在

アナログ捺染の環境負荷低減を実現する

インクジェットデジタル捺染機

紙をその場で再生する

乾式オフィス製紙機

オフィスでの省電力に貢献する

高速ラインインクジェット複合機

エプソングループの歩み

＊OHP ： Overhead projector。透明シートに記載されたテキストや図表をスクリーンに拡大投影する機器

https://www.epson.jp/technology/core_technology/origin/color_inkjet_printers.htm
https://www.epson.jp/technology/core_technology/origin/3lcd_projectors.htm
https://www.epson.jp/technology/core_technology/origin/quartz_watches.htm
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エプソングループパーパス
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パーパスによって生み出す価値

「省・小・精」にこだわった製品やサービスが、顧客価値として世界に拡がることで、
社会価値を生み出します。
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パーパスと理念体系

パーパス実現のための戦略

エプソングループの存在意義・志

企業行動原則

エプソングローバル社員行動規範

エプソンの価値観・行動様式
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My Purpose Stories 動画
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パーパスで社会と従業員を「つなぐ」

私たちのパーパス

自律的行動による
価値創造

社会 エプソン 従業員
共感・協力

社会課題解決 従業員の幸せ

共感・協力

社外ステークホルダーとの
良好な関係づくり

持続可能なエプソンへ持続可能な社会へ

「省・小・精」から生み出す価値で、人と地球を豊かに彩る
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パーパスの社内浸透活動

社内浸透活動ロードマップ

My Purpose in Epson
（エプソンにおける個人のパーパス）

2022・2023年の主な活動
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価値創造ストーリー

パーパスに込められた思いを、どのように実現していくかを示しています



11© Seiko Epson Corporation 2024

社
会
課
題

価値創造ストーリー構成

省・小・精の技術

マ
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ィ
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エプソンが取り組む社会課題

インフラ・教育・
サービスにおける

質の向上
環境負荷の低減 ライフスタイルの

多様化
分散型社会を

つなげる
労働環境の改善

エプソンが貢献できる取り組むべき社会課題を特定

社会課題
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イノベーションのベースとなるエプソンの強み・こだわり

インプット

創業以来培ってきた「省・小・精の技術」をベースに

イノベーションを起こす

マイクロピエゾ

ドライファイバー技術

ロボティクス

マイクロディスプレイ

センシング

半導体・水晶

超微細精密加工技術

●

●

●

●

●

●

●
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エプソンが取り組むマテリアリティ

マテリアリティ

社会的責任の遂行生活の質向上産業構造の革新循環型経済の牽引

社会課題解決に向けて、マテリアリティに取り組む
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出典：「伊藤レポート3.0」の図をもとに当社作成

エプソンの事業活動は社会課題解決そのもの

① 社会の持続可能性に資する
長期的な価値提供

同期化

「『省・小・精』から生み出す価値」
（競争優位性のある価値創造イノベーション）

② 気候変動や人権への対応等、
社会の持続可能性の向上

「人と地球を豊かに彩る」
（マテリアリティの達成） ③ 企業が長期的・持続的に成長原資

を生み出す力(稼ぐ力)の向上

企業価値向上（Cash創出）

「SX」 上記同期化のために必要な経営・事業変革（トランスフォーメーション）

長期ビジョン「Epson 25 Renewed」

再投資

社会課題
解決

信頼獲得
事業成長

サステナビリティ経営

社会課題を解決することで事業成長し、事業成長することでより多くの社会課題を解決する
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環境ビジョン2050 ・ 環境への取り組み
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環境ビジョン2050
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印刷のデジタル化

IJP

IJP

生産装置の小型化

LP

➌お客様のもとでの環境負荷低減

❶脱炭素

再生可能
エネルギー活用

サプライヤー

「商品の長期使用」
リファービッシュ

リユース

❷資源循環

「資源の有効活用」

小型軽量化
再生材活用

❹環境技術開発

原料リサイクル（金属、紙）

「環境配慮型の工場」

「環境配慮型の商品・装置」

ドライファイバーテクノロジー応用
天然由来素材（脱プラ） 

「脱炭素」と「資源循環」に取り組むとともに、環境負荷低減を実現する
商品・サービスの提供、環境技術の開発を推進する

環境への取り組み
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環境ビジョン2050達成までのロードマップ
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使用電力の100％再生可能エネルギー化を完了

再生可能エネルギー活用実績と転換率（2023年度末時点） 調達方法の内訳（2023年度）
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価値創造戦略
社会課題の解決と同時に経済価値を創出する事業の成長ストーリー



22© Seiko Epson Corporation 2024

社会課題の解決と同時に経済価値を創出する事業の成長ストーリー
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循環型経済の牽引

エプソンの
提供価値 ：

インクジェットプリンターと

乾式オフィス製紙機による

ソリューション

独自開発した

紙再生技術で

水をほとんど

使わない

使用済みの

コピー用紙を

原料として新たな

紙をその場で

再生する

ラインインクジェット複合機 乾式オフィス製紙機 PaperLab

• オフィス内で実現する新たな紙循環サイクルで森林資源と水資源の保全に寄与

• 消費電力量・印刷コストの削減に加え、高速印刷による生産性向上に貢献

• 文書を繊維まで分解し、情報を完全抹消

*1 みずほリサーチ＆テクノロジーズ
株式会社の算出方法確認のもと、世
界市場の主要なレーザープリンターの
公開されている生涯CO2排出量の加
重平均と、自社A3カラーインクジェッ
トプリンターの生涯CO2排出量との差
分に、自社A3カラーインクジェットプ
リンターの当該年度の販売台数を乗じ
た値

*2 機器内の湿度を 保つた

めに少量 の水を使用

取り組み事例 1： 環境配慮型オフィスの構築

エプソンの
提供価値

• 消費電力量・印刷コストの削減に加え、高速印刷による生産性向上に貢献

• オフィス内で実現する新たな紙循環サイクルで森林資源と水資源の保全に寄与

• 文書を繊維まで分解し、情報を完全抹消

削減貢献量

15.1千t-CO2e

*1

*2

社会課題 ：脱炭素、資源循環、水資源の保全
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社会課題 ： 脱炭素、資源枯渇

循環型経済の牽引

消耗品のプラスチック、金属の使用量比較

ET-4810

シリーズ

WF-2630
シリーズ

交換用

インクボトル

交換用
カートリッジ

インクカートリッジモデル 大容量インクタンクモデル

約８６%

削減*1

• 消費電力の削減

• 資源消費量が少ない

約４万ページ印刷時

消耗品の

資源使用量

•*¹（注）ET-4810シリーズとWF-2630シリーズでA4カラー文章を5年間で41,600ページを印刷する想定における、包装材を含む消耗品の石油由来プラスチックと金属の質量比較です。
• エプソンの評価条件に基づき算出したもので、お客様のプリンターの使用状況により異なります。

合計28本
合計３６３本

6.6 → 0.9
kg

取り組み事例 ２：消耗品に関わる資源使用量の削減

エプソンの
提供価値

世界累積販売台数 1億台達成(2024年9月まで)

kg
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• 複数台のプリンターを遠隔操作できるため、生産性の向上、DX化の推進に寄与

• 高い信頼性と高精度色合わせが可能となり、複数台の色差を埋め、分散印刷の実現

社会課題 ： 高生産性、分散化

エプソンの
提供価値

取り組み事例 ３： 生産現場の課題を解決し、業務の効率化を実現

エプソンのクラウドソリューション

Epson Cloud Solution PORT
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社会課題 ： 労働人口減少、労働環境の改善

産業構造の革新

• 低コスト、高生産性、小スペースで導入しやすい装置の開発、提供

エプソンの
提供価値

• 自動化ノウハウおよび高精度なロボットで生産プロセスを革新

取り組み事例 4： 自社で培ったノウハウを活かし、生産システムの自動化を推進
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社会課題 ： 教育環境の改善

産業構造の革新

• 大画面・電子黒板機能による 教育効果の向上

• 専門サービスとの連携による 教育の質の格差や不足の解消

• 教師・学校教材の不足解消

エプソンの
提供価値

取り組み事例 5： 地域や社会情勢の違いによる学びの格差の緩和

＜JICAとの共創＞

途上国での実証活動
約2年間で20カ国63地点で実施
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社会課題を起点とした技術開発
資源循環のための環境技術開発と

環境に配慮したものづくりを目指した生産技術開発
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資源循環のための環境技術開発と
環境に配慮したものづくりを目指した生産技術開発
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環境技術開発の考え方

CO2吸収技術開発 ： GHG排出量を相殺し、カーボンマイナスを実現する
DFTを核とするバイオマス材料開発 : 資源使用量を減らし、地下資源消費ゼロを実現する

ドライファイバーテクノロジー（DFT）を
核とするバイオマス材料開発

CO2吸収技術開発

BAU：Business as Usual(追加的な対策を取らずに現状を維持した場合)

再エネ化完了

スコープ1•2ゼロ

32%

1.5℃シナリオ
（年4.2%削減）

【社会動向注視】
脱炭素燃料（グリーン水素、メタネーションなど）
技術開発：CO2吸収・DAC（分離膜、固定化）

SBT／ネットゼロ基準

・90%以上排出削減
・CO2除去

＝カーボンマイナス

2023年

サステナブル資源率
100%

総量削減

＝地下資源消費ゼロ

G
H
G
排
出
量

資
源
使
用
量

基準年

・再エネ自己調達拡大
・サプライヤー再エネ導入率
・電力係数改善 など

・プラ再生材・バイオマス化
・金属再生材
・再生利用、リフィル など

環境ビジョン2050達成までのロードマップ

2030年

50%

2050年

BAU

BAU

脱炭素

資源循環
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ドライファイバーテクノロジー（DFT）

古紙をはじめとする様々な繊維素材を、用途に合わせた繊維化、
機能性材料との整合、成形を行うことで高機能化の実現が可能な独自技術

PaperLab A-8100
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資源循環のための環境技術開発と
環境に配慮したものづくりを目指した生産技術開発
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私たちのパーパス
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